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令和６年第５回廿日市市農業委員会総会議事録

１．日 時 令和６年５月７日（火）

午前１０時００分開会 午前１１時００分閉会

２．場 所 廿日市市役所 ７階会議室

３．出席委員（農業委員 １３名）

（推進委員 １２名）

４．欠席委員（１名）

５．議事録署名委員

６．会議に出席した委員以外の者

７．服務のため出席した者

８．会議に諮った議題

《審議事項》

⑴ 議案 19 号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画について

（利用権貸借）

⑵ 議案第 20 号 農地法第３条の規定による許可申請について

⑶ 議案第 21 号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について

⑷ 議案第 22 号 農地法第５条第 1 項の規定による許可申請について

⑸ 議案第 23 号 非農地証明交付申請について

１番 河井 孝之 ２番 木浦 紀幸 ３番 神鳥 正貴

４番 是佐 惠美子 ６番 梶原 安行 ７番 山田 政則

８番 岩木 國明 ９番 古川 憲吾 １０番 吉田 雅子

１１番 中谷 純子 １２番 中田 安義 １３番 岡 真由美

１４番 岩本 博志

推進委員 中山 憲治 推進委員 中田 進 推進委員 掘田 良昭

推進委員 三田 邦男 推進委員 小西 礼子 推進委員 松井 辰夫

推進委員 田丸 和也 推進委員 倉本 良夫 推進委員 安井 多佳子

推進委員

５番 松井 祥壮 推進委員 登 宏太郎 推進委員 岡村 昭男

推進委員 清水 透

６番 梶原 安行 ７番 山田 政則

農 業 委 員 会 事 務 局 長 齋藤 千文

次 長 竹上 教東

主任主事 武田 枝梨加

（佐伯支所） 次 長 藤本 秀樹

（吉和支所） 主 事 眞鍋 秀

（大野支所） 主任主事 奥田 規之

（宮島支所） 主任主事 佐々木 駿
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《報告事項》

⑴ 報告第 1 号 農地法第４条第１項第７号の規定による届出について

⑵ 報告第 2 号 農地法第５条第１項第６号の規定による届出について

⑶ 報告第 3 号 農地法第５条第１項第６号の規定による届出受理処分取消の

専決処理について

９．その他

（開会 午前１０時００分）

事務局

岩本会長

議長

事務局

初めに岩本会長の挨拶の後、会長が議長として議事を進行さ

れます。よろしくお願いします。

ただいまから、令和６年第５回廿日市市農業委員会総会を開

会いたします。

まず、本総会の成立を申し上げます。委員総数１４名、本日

の出席委員１３名、欠席１名でございます。在任委員の過半数

の委員が出席されていますので、農業委員会等に関する法律第

２７条第３項の規定により、本総会は成立しております。

続いて、議事録署名委員さんの指名を行います。廿日市市農

業委員会会議規則第２０条第２項の規定に基づき、６番、梶原

委員さん、７番、山田委員さんにお願いをいたします。

それでは、ただいまから議事に入ります。

まず初めに、審議事項に入ります。

議案第１９号、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用

集積計画について、議案とします。

事務局から説明をお願いします。

議案第１９号、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用

集積計画の利用権貸借について、ここから座って説明をさせて

いただきます。

議案書は３ページ及び４ページになります。

番号３２番、農地の所在は、永原字下中組、登記地目は田及

び宅地で、面積は、４筆の２，２５５．４７平方メートルで、

利用目的は畑です。

期間は、公告日から令和１１年３月３１日までの、賃貸借の

新規設定を行うものです。

次に、番号３４番、農地の所在は、浅原字東ヶ迫及び西ヶ迫、

登記地目は田で、面積は、３筆の２，５０７平方メートルで、

利用目的は田です。

期間は、公告日から令和１２年３月３１日までの、使用貸借

の新規設定を行うものです。

次に、番号３５番から３７番は、利用権の設定を受ける者が

一緒のため、まとめて説明させていただきます。

番号３５番、３６番、３７番、農地の所在は、友田字清水、
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議長

三田推進委員

議長

９番委員

議長

小西推進委員

登記地目は田で、面積は、７筆の１，６３６平方メートルで、

利用目的は畑です。

期間は、公告日から令和１１年１２月３１日までの、使用貸

借の新規設定を行うものです。

いずれも、地元地区担当委員と事務局職員で現地調査を行い、

内容を精査したところ、農業経営基盤強化促進法第１８条第３

項の各要件を満たしていると考えます。

以上で、議案第１９号、農業経営基盤強化促進法に基づく、

農用地利用集積計画の利用権貸借についての説明を終わりま

す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

地元地区担当委員の意見をお伺いします。

３２番につきまして、三田委員さん、お願いします。

推進委員の三田です。３２番について説明をいたします。県

道３０号線友和小学校がありますが、そこの近くのスパークの

信号機から県道４２号線を玖島方面に向かっていき、最初の橋

を渡りまして約１００メートルぐらい進んで右に入ったところ

でございます。非常に日当たりの良い場所であります。４月１

８日に事務局と河井委員、小西委員と私の計４名で現場確認を

行っております。○○さん所有の農地４筆ですが２，２５５平

米を○○が借りてさつまいもを作付するものであります。非常

に良いことと思いますので、ご審議のほどよろしくお願いいた

します。以上です。

ありがとうございました。３４番について古川委員さんお願

いいたします。

９番の古川でございます。３４番の報告をいたします。４月

１５日に安井推進委員と事務局にて現地の確認を行いました。

現地につきましては、谷間の集落に棚田上の整備田ですけども

これが連なるような中山間地特有の農地でございまして、耕作

不利地ということでございます。高齢のため耕作ができなくな

った○○さんから隣地にお住まいの○○さんが借りて耕作され

るということになったものでございます。何ら問題なく確認時

につきましても、田植の準備の荒越し等も済ませておられまし

て、準備をされているという状況にございました。ご審議のほ

どよろしくお願いいたします。以上です。

ありがとうございました。それでは３５番、３６番、３７番

について小西委員さんお願いします。

推進委員の小西です。３５番、３６番、３７番の農地利用権

貸借について説明をいたします。４月１８日に河井委員、事務
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議長

議長

事務局

局と３人で現地確認をいたしました。場所は友田の乙丸という

地区になります。まず３５番の説明をいたします。利用権を移

転する○○さんは高齢のため耕作が困難のため、○○さんが利

用権の設定を受けることになりました。○○さんと○○さんは

○○で数年前から○○さんが耕作をしており、別に問題がない

と思われます。続いて３６番の説明をいたします。場所は３５

番と同じく友田の乙丸という地区です。利用権を移転する○○

さんですが、もともと○○さんのお母様が耕作をしていたので

すが、こちらも高齢のため耕作が困難で○○さんへ利用権の設

定を受けることとなりました。畑は○○さんの自宅の隣でもあ

り、既に野菜を植える準備をされており、別に問題はないと思

われます。続いて３７番の説明をいたします。こちらも同じく

友田乙丸という地区です。利用権を移転する○○さんですが、

以前は○○さんのお父様が耕作しておられましたが高齢のため

耕作困難のため今回○○さんへの利用権の設定を受けることと

なりました。こちらの畑も数年前から既にイチジク、カキ、野

菜などの栽培がされており、何も問題はないと思われます。い

ずれの３件とも四季折々の作物をつくっておられ、何ら問題は

ないと思われますのでご審議のほどよろしくお願いします。以

上です。

ありがとうございました。それではこの５件につきまして、

ご質問等がありましたらお願いいたします。ございませんか。

意見がないようですので、お諮りします。

議案第１９号について、承認することに異議はございません

か。

≪委員より異議等なし≫

異議なしと認め、議案第１９号について承認することに決定

をいたします。

続きまして、議案第２０号、農地法第３条の規定による許可

申請について議案とします。

説明をお願いします。

議案第２０号、農地法第３条の規定による許可申請について

説明させていただきます。

議案書は６ページから８ページになります。

番号７３番と７４番は関連案件となります。番号７３番、農

地の所在は、上平良字末森、登記地目は田で、面積は、１筆の

７００平方メートルの申請です。また、番号７４番、農地の所

在は、同じく上平良字末森、登記地目は田及び畑で、面積は、

１筆の５１８平方メートルの申請です。

番号７３番、７４番とも、権利の移転理由は、譲渡人は後継

者に生前贈与するため、譲受人は生前贈与を受けるためで、無
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議長

４番委員

償の所有権移転です。

次に番号７８番、農地の所在は、原字長野、登記地目は田で、

面積は、１筆の１５２平方メートルの申請で、権利の移転理由

は、譲渡人は遠方のため耕作困難、譲受人は管理している自宅

に近く便利であるためで、有償の所有権移転です。

次に番号９０番、農地の所在は、吉和字石原新橋、登記地目

は田で、面積は、１筆の１，２９２平方メートルの申請で、権

利の移転理由は、譲渡人は経営規模縮小、譲受人は地区の水稲

耕作維持のためで、有償の所有権移転です。

次に番号９７番、農地の所在は、吉和字八幡原、登記地目は

田で、面積は、１筆の２，２６６平方メートルの申請で、権利

の移転理由は、譲渡人は高齢のため耕作困難、譲受人は経営規

模拡大のためで、無償の所有権移転です。

次に番号１１４番、農地の所在は、浅原字枇杷ヶ原、登記地

目は畑で、面積は、１筆の３９４平方メートルの申請で、権利

の移転理由は、譲渡人は高齢のため耕作困難、譲受人は経営規

模拡大のためで、無償の所有権移転です。

次に番号１１５番、農地の所在は、宮内字野稲原及び宮内字

渡果、登記地目は田及び畑で、面積は、２筆の６２７平方メー

トルの申請で、権利の移転理由は、譲渡人は高齢のため耕作困

難、譲受人は自宅に近く便利であるためで、有償の所有権移転

です。

次に番号１１６番、農地の所在は、上平良字郡塚、登記地目

は田で、面積は、１筆の３６平方メートルの申請で、権利の移

転理由は、譲渡人は労力不足により耕作困難、譲受人は自宅に

近く便利であるためで、無償の所有権移転です。

次に番号１１７番、農地の所在は、吉和字神田、登記地目は

田で、面積は２筆の１，４４０平方メートルの申請で、権利の

移転理由は、譲渡人は経営規模縮小、譲受人は経営規模拡大の

ためで、無償の所有権移転です。

いずれも、保有する機械等から判断して、農地取得後も全て

の農地を耕作するものと認められ、申請地周辺の農地の利用に

支障が生じることは考えられないため、農地法第３条第２項各

号には該当せず、許可要件を満たしていると考えます。

以上で、議案第２０号、農地法第３条の規定による許可申請

について説明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。それでは地元地区担当委員の意見

をお伺いします。

７３番、７４番について、是佐委員さんお願いいたします。

４番の是佐です。４月１１日に登推進委員、事務局、私で調

査いたしました。７３番、７４番は関連がありますので一緒に

伝えます。○○さんは高齢のため、○○さんは○○にあたるの
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議長

１１番委員

議長

岡職務代理

議長

９番委員

ですけども、この方に生前贈与するということで申請されたよ

うです。よくこの農業を手伝われる方で何の問題もないかと思

いますので、ご審議よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。７８番について、中谷委員さんお

願いいたします。

１１番の中谷です。７８番の説明をいたします。所在地は、

原字長野です。○○を少し下った場所にあり、土地は１５２平

方メートルです。３月１５日に岡村委員と私、事務局２名で調

査に行かせていただきました。譲渡人は、○○さんで原に在住

です。家から現地まで遠いと言われ耕作が困難とのことです。

また、譲受人の○○さんは、廿日市の住吉に住んでおられます

が、原の実家を相続されていて土地の管理をするため、毎日の

ようにご夫婦で車で来られ、田畑をされています。譲り受ける

土地も実家の近くにあるので耕作に便利と言われています。何

の問題もないと思いますので、ご審議のほどよろしくお願いし

ます。

ありがとうございました。９０番、９７番について岡職務代

理お願いいたします。

１３番の岡です。９０番、９７番、１１７を続けて言います。

９０番の○○さんから○○さんへの移転ですが、○○さんご夫

婦と確か赤ちゃんと越してこられて、畑や田んぼをしたいと言

われてとても良い話だと思います。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。９７番、○○さんから○○さんへの移転ですけ

ども、○○さんは○○をされていまして、田畑を少しずつ手放

されているみたいです。○○さんは○○栽培をされている○○

さんです。こちらも何ら問題ないと思われますので、ご審議の

ほどよろしくお願いします。８ページ１１７番です。これも○

○さんから○○さんへの移転ですけれども、○○さんは吉和で

○○栽培をされております。こちらも何ら問題はないと思われ

ますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。それでは１１４番について、古川

委員さんお願いいたします。

９番の古川でございます。１１４番についてご報告いたしま

す。

４月１５日に安井推進委員と事務局とで現地の確認を行って

おります。現地につきましては、住宅などは一切ない整備田が

広がる地域ですけども、このたび高齢のため耕作ができなくな

った○○さんから、この辺り一帯を耕作されている親戚にあた

るらしい○○さんに所有権を移転し、○○さんは経営規模の拡
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議長

１４番委員

４番委員

議長

議長

議長

事務局

大というようなことで話が整ったということです。何ら問題は

ないと思います。ご審議のほどよろしくお願いいたします。以

上です。

はい、ありがとうございました。

１１５番について、私、岩本がご説明をいたします。４月１９

日中山委員、事務局と現地確認をいたしました。場所は明石の

元のうが高原入口の近くでございます。登記は２筆ありまして、

１つは梅と柚子が植えてありました。きれいに草刈りもされて

おりました。それともう一つの土地がきれいに耕作をされて、

畝がつくってありまして、もう既にマルチがかけられておりま

した。現地から考えてみますと譲受人の自宅に肥料とかそうい

った資材が置いてありましたので、今現在も譲受人が耕作して

いるのではないかと思われました。そこもきれいに整地されて

おりましたので、特に問題はないと思います。ご審議のほどよ

ろしくお願いいたします。１１６番について、是佐委員さんお

願いいたします。

４番是佐です。１１６番について説明します。４月２２日登

推進委員、事務局、私で調査を行いました。○○さんは労力不

足のため親戚である○○さんに譲られたということを聞いてお

りますが、場所は元平良小学校の裏辺りになります。運動場の

裏辺りになりまして、小さいところですけれども○○さんが作

られるということで何ら問題はなかろうかと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

ありがとうございました。それではこの９件につきまして、

ご質問等があればお願いします。ございませんか。

≪委員より質疑等なし≫

意見がないようですので、お諮りします。

議案第２０号について、許可することに異議はございません

か。

≪委員より異議等なし≫

異議なしと認め、議案第２０号について許可することに決定

をいたします。

続きまして、議案第２１号、農地法第４条第１項の規定によ

る許可申請について、議案とします。

説明をお願いします。

議案第２１号、農地法第４条第１項の規定による許可申請に

ついて、説明させていただきます。
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議長

松井推進委員

議長

議長

議長

議案書は、９ページになります。

番号９６番、農地の所在は、津田字道秀原、登記地目は田で、

面積は、３筆の４８７平方メートルの申請です。転用理由は、

住宅の敷地として利用するための申請ですが、前の所有者が農

地転用の手続を行わず住宅の敷地として利用していたもので、

顛末書が提出されております。

以上で、議案第２１号、農地法第４条第１項の規定による許

可申請について説明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

それでは、地元地区担当委員の意見をお伺いします。

９６番について、松井委員さん、お願いします。

推進委員の松井です。議案第２１号、番号９６について説明

をいたします。現地確認ですが４月１９日に市の職員及び農業

委員さんと私推進委員の計３名で確認をしております。場所で

すが、佐伯支所から東方約１キロ付近の○○があります。そこ

の途中で３筆で面積は言われましたように４８７平方メートル

です。申請内容ですが、さっきの申請場所３筆を住宅地として

利用するため農地を第４条第１項の申請されたもののようでご

ざいます。現状ですが、言われたように既に住宅が存在してお

り、農地を宅地に地目変更する登記整理をされたものと思われ

ます。言われましたように顛末書の提出もされております。現

況は特に変わるものでなく、周辺農地への全く考えられません。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。以上です。

ありがとうございました。これについて、ご質問等があれば

お願いいたします。ございませんか。

≪委員より質疑等なし≫

意見がないようですので、お諮りします。

議案第２１号について、許可することに異議はございません

か。

≪委員より異議等なし≫

異議なしと認め、議案第２１号について許可することに決定

します。

続きまして、議案第２２号、農地法第５条第１項の規定によ

る許可申請について議案としますが、番号１１１番及び１１９

番については、議席番号２番の木浦委員さんが関係する案件の

ため、番号１１１番及び１１９番を先に審議をいたします。議

席番号２番の木浦委員さんご退席をお願いいたします。

＝木浦委員退席＝
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議長

事務局

議長

１番委員

それでは事務局から説明をお願いいたします。

議案第２２号、農地法第５条第１項の規定による許可申請の

うち、番号１１１番及び１１９番について、説明させていただ

きます。

議案書１０ページ及び１１ページになります。

番号１１１番、農地の所在は、友田字氏森の第２種農地で、

登記地目は田で、面積は、１筆の３２８平方メートルの申請で

す。転用理由は、グループホーム建設用地として利用するため

の申請ですが、前の所有者が農地転用の手続を行わず一部を進

入路として利用していたもので、顛末書が提出されております。

次に番号１１９番、農地の所在は、友田字乙丸の第２種農地

で、登記地目は田で、面積は、１筆の４５２平方メートルの申

請です。転用理由は、進入路、駐車場及び庭として利用するた

めの申請ですが、前の所有者が農地転用の手続を行わず進入路

として利用していたもので、顛末書が提出されております。

いずれも、書類審査後、地元地区担当委員と事務局職員で現

地調査を行い内容を精査したところ、事業規模からみて適切な

面積であり、本件の許可により周辺農地への被害や悪影響はな

いものと考えます。

以上で、議案第２２号、農地法第５条第１項の規定による許

可申請のうち、番号１１１番及び１１９番についての説明を終

わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。それでは、地元地区担当委員の意

見をお伺いします。

１１１番、１１９番について、河井委員さんお願いします。

１番の河井です。１１１番の農地法の第５条の有償の移転に

ついての申請について説明をいたします。

４月１８日小西委員、事務局１名と３人で現地確認をしてお

ります。友和の友田地区になるのですが、○○があります。こ

の横と奥側の農地３２８平米が申請の農地になります。○○さ

んが、○○の平家、建築面積１８９．５平米に１棟を建てるも

のです。公共の下水道を利用し、雨水は近くの水路に流します。

この農地の右手側に譲渡人の○○さんの遊休農地が２枚ありま

すがその他の農地はありませんので、この点は問題ないと思い

ます。

また、平成１４年の２２年前になりますが、駐在所ができる

時に申請農地と下の２枚の農地の進入路と水路が設置してあり

ます。進入路には、アスファルトが舗装してあります。譲渡人

のお父さん、○○さんですが、農業委員会に申請せずにやって

おられますので顛末書があります。審議のほどよろしくお願い

いたします。



10

議長

議長

議長

議長

事務局

続いて１１９番の農地法の第５条の有償の所有権移転の申請

について説明をいたします。

４月１８日に小西委員、事務局１名の３人で現地確認をして

おります。申請の農地は友田乙丸地区の譲受人の○○さんの実

家であり、○○というのがあるのですが、その事務所の前側に

なります。この農地の奥側に○○さんの自宅がありますが、現

在この農地は犬小屋あるいはこいのぼりが２か所とか、ブラン

コ１台他芝生が植えてあり、今回４５２メートルのうち１２５

平米を進入路または駐車場にする使用予定です。

周りには農地はありませんので問題はないものと思われます。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。以上です。

ありがとうございました。この２件につきまして、ご質問等

がございましたらお願いをいたします。ございませんか。

≪委員より質疑等なし≫

意見がないようですので、お諮りします。

議案第２２号についてのうち、番号１１１番、１１９番につ

いて許可することに異議はございませんか。

≪委員より異議等なし≫

異議なしと認め、議案第２２号についてのうち、１１１番及

び１１９番について許可することに決定をいたします。

それでは、退席された木浦委員さんお戻りください。

＝木浦委員復席＝

それでは次に議案第２２号についてのうち、番号９５番、１

１０番及び１１２番について審議をいたします。説明をお願い

します。

議案第２２号、農地法第５条第１項の規定による許可申請の

うち、番号９５番、１１０及び１１２番について、説明させて

いただきます。

議案書は１０ページ及び１１ページになります。

番号９５番、農地の所在は、上平良字末森の第２種農地で、

登記地目は田で、面積は、１筆の７８５平方メートルの内７２

６平方メートルの申請です。

転用理由は、近隣の鉄塔建設のための作業用地として利用す

るための申請で、一時転用となります。

次に番号１１０番、農地の所在は、友田字尾ノ上の第２種農

地で、登記地目は田で、面積は、１筆の１，１３５平方メート

ルの申請です。転用理由は、資材置場として利用するための申
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議長

４番委員

議長

１番委員

１４番委員

請です。

次に番号１１２番、農地の所在は、宮内字西畑口の第２種農

地で、登記地目は田で、面積は、１筆の３，１８７平方メート

ルの申請です。転用理由は、資材置場、小屋、倉庫として利用

するための申請です。

いずれも、書類審査後、地元地区担当委員と事務局職員で現

地調査を行い内容を精査したところ、事業規模からみて適切な

面積であり、本件の許可により周辺農地への被害や悪影響はな

いものと考えます。

なお、番号１１２番については面積が３，０００平方メート

ルを超えるため、この総会で承認されますと、許可証等の意見

を付して、広島県農業会議の常設審議委員会に意見聴取の後、

「異議なし」の回答を得て、許可することとなります。

以上で、議案第２２号、農地法第５条第１項の規定による許

可申請のうち、番号９５番、１１０及び１１２番についての説

明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

それでは、地元地区担当委員の意見をお伺いします。

９５番について、是佐委員さんお願いします。

４番の是佐です。４月１１日に登推進委員と職員と私とで現

地を調査いたしました。○○さんの田んぼですけれども、そこ

に鉄塔建設のための作業用地として貸し出されると聞いており

ます。そこは農地と山しかありませんので、ほかに支障が出る

ところは何もないと思いますので、よろしく審議のほどお願い

いたします。

ありがとうございました。１１０番について河井委員お願い

します。

１番の河井です。１１０番の農地法の第５条の有償の所有権

移転の申請について説明をいたします。４月１８日小西委員、

事務局１名と３人で現地確認をしております。申請の農地は、

県道４２号線を大竹・湯来線沿いにあり、近くには○○という

○○があります。この農地の右側には地主の○○さんの自宅、

奥にはグラウンドまた集会所があり、左側には竹やぶや山があ

ります。この農地の左側に民家が一軒と遊休農地はありますが、

申請の農地１，１３５平米も遊休農地であり、○○の○○を置

く露天の資材置場として利用するためですが、周りには耕作し

ている農地はありませんので問題はないと思います。以上です。

はい、ありがとうございました。１１２番について、私岩本

がご説明いたします。４月１９日中山委員、事務局で現地調査

をいたしました。場所は皆さんご存じと思いますが、○○がご
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９番委員

事務局

９番委員

７番委員

ざいます。その南側のほうですぐ近くでございます。譲受人の

○○さんは、建設業をされております。この土地に現状のまま

資材置場として使われるということでございます。現地は遊休

農地になっておりまして、草刈りもきれいにされておりました。

そこを現状維持で使われるということです。我々が確認したと

ころ１メートルぐらい下に隣接の農地があります。そこの農地

の法面がところどころ崩れかけておりましたので、今後何か問

題が起こってはいけないのではないかと思いまして、下の隣接

農地の所有者の方の同意書をいただきました。もし何かあった

時にはお互いに協議をして対応するということで同意書をもら

っております。ほかに周りに問題が起こるようなことはないと

思われますので、審議のほど１つよろしくお願いいたします。

以上でございます。それではこの３件につきまして、ご質問等

があればお願いいたします。

はい、古川委員さん。

この２２号に限ってではないのですが、例えば番号９５につ

いては、一時転用での申請ですよね。一時転用の場合の期間終

了というか、期日管理というのはどのようになっているのです

か。期日が来たらしっかりそれを確認にいくとか、今まで委員

していまして期日が終わったからここ確認に行け等という事は

今まではなかったわけで、どういうふうに管理されているのか

なというのが、この事案に限ったことではございませんがお願

いします。

一時転用独自の受付簿を作っておりまして、更新をされる分

は引き続き定期的に出てくると思いますが、完了したものは完

了の書類が出てきますので、事務局のほうで確認に行っており

ます。ご記憶にあるかと思うのですけど、佐伯町河津原の○○

の辺に資材置場みたいなのがあったのが、ずっと一時転用だっ

た思うのですけど永久転用というそのままの転用になりました

ので、あの様に途中で変わるものもありますし、一旦終わって

大野でもあるのですけど、仮置場みたいなところで農地に復元

するというのは定期的に来ますし、農地パトロールとかでも今

後は見ていただけたら助かると思います。原状復旧のレベルは

あると思います。もう明らかに畑とか田んぼだったものが資材

置場になって、またすぐに畑にはなっていないところもありま

すので、それは継続してやり直していただくような指導はして

いこうとは思います。このような状況です。

ありがとうございます。

ごめんなさい、私もその現状についてお話聞こうと思ってい

たのですが、一時転用が完了したら何か届けが出るのですか。
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事務局

７番委員

事務局

７番委員

事務局

７番委員

事務局

７番委員

事務局

議長

議長

事務局

はい。

届けが出て、事務局が見に行くわけですね。

はい。

我々委員が見に行くことはないわけですか。

先ほども言ったのですが、農地パトロールの時に見て頂くよ

うにもしようかと思います。この様なケースは毎月出るような

ものではないのですけど、たまに出ますので。

たまに出るね、今２つ出た。

はい。

あとでまた確認に行ってというような話は何もないし、どう

なったかなと思って。

農地パトロールの時は見ていただけたらと思いますので、頭

に入れておきます。

ほかにはございませんか。

意見がないようですので、お諮りします。

議案第２２号についてのうち、番号９５番、１１０番、１１

２番について許可することに異議はございませんか。

≪委員より異議等なし≫

異議なしと認め、議案第２２号についてのうち、９５番、１

１０番、１１２番について許可することに決定をいたします。

続きまして、議案２３号、利用状況調査に伴う農地・非農地

の判断について、議案とします。

説明をお願いします。

議案第２３号、非農地証明交付申請について説明させていた

だきます。

議案書は１２ページ、１３ページになります。また、別途配

布いたしました、現地確認写真の「議案第２３号資料①」も合

わせてご覧ください。

番号８２番、農地の所在は、中道字貫兵及び中道字小住、登

記地目は田で、面積は、４筆の３，１９９平方メートルの申請

です。

次に番号９３番、農地の所在は、大野字八坂、登記地目は宅

地及び山林で、面積は、２筆の１，７３５．４５平方メートル
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議長

３番委員

議長

７番委員

の申請です。

次に番号９４番、農地の所在は、河津原字下中山谷、登記地

目は畑で、面積は、１筆の３２０平方メートルの申請です。

いずれも、書類審査後、地元地区担当委員と事務局職員で現

地調査を行い内容を精査しましたところ、現地は山林の様相を

呈しているなど、農地に復元するための物理的な条件整備が著

しく困難な土地であると認められましたので、農地法に関する

各種証明事務取扱ガイドラインの農地法第２条第１項の「農地」

に該当するか否かの判断基準を準用し、非農地である旨の証明

は可能と考えます。

以上で、議案第２３号、非農地証明交付申請について、説明

を終わりま

す。

ご議のほどよろしくお願いいたします。

それでは、地元地区担当委員の意見をお伺いします。

８２番について神鳥委員さん、お願いいたします。

はい、３番の神鳥です。ご覧のように見たとおりということ

になるのでしょうが。皆さんの中で津和野街道を散策された方

はおられませんか。廿日市から津和野城まで約２００キロとす

ると、５分の２ぐらい進んだ地点の標高約６００メートル。地

図がないので難しいのですが、スパ羅漢から２キロぐらい南の

ほうに入って行って、津和野街道の交差点に出ます。それを東

の方向に約１．５キロぐらい山に登ります。標高が６００ぐら

いのところ、江戸時代の津和野街道で民家があって、旅する人

が泊まる旅館とかがあったのではないかというような土地で

す。耕作をしていなかったのか放棄されたなのか、樹齢８０年

ぐらいはあるのかないかというような、私が抱きしめても手が

届かないような太い杉が立っておりました。これを農地にかえ

すことは不可能と私は感じました。４月１９日に田丸推進委員

と事務局３名でこの現地を確認いたしました。山の中で古瀬ヶ

原とか言って結構平地があって、以前は農耕されていたのでし

ょうが何せ津和野街道旧道で車も行かないようなところで、農

業するのはとてもではないが無理と私は現地確認をいたしまし

た。審議のほどよろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。９３番について、山田委員

さんお願いします。

はい、７番の山田です。４月１５日に中田委員、それから事

務局とで現地を確認しております。現地写真は２枚目ですが、

申請地は何年も耕作はされておらず、雑木が茂って山林化して

いるという状況です。農地として耕作することは非常に難しい

のではないかと思われますので、非農地扱いするのが良いので
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議長

２番委員

議長

中山推進委員

事務局

中山推進委員

事務局

中山推進委員

議長

はないかと思います。以上です、よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。９４番について、木浦委員さんお

願いします。

２番木浦です。９４番について現地確認の報告をします。４

月１８日小西委員と事務局で現場を確認しました。ここは県道

から１００メートルくらい入ったところです。山に囲まれてい

て、谷みたいなところです。写真のとおり植林された木が生え

て、平地が少し残って平地の程度が確認できるくらいで、本当

に近隣の山と同じような状態になっている様子です。写真のと

おりの現地で、とても農地を実現するというのは無理だと思い

ます。非農地証明を認めたいと思いますので、審議のほどよろ

しくお願いします。それと現場が山のような状態になっていた

ので、申請代理人にも現場に来てもらって現地に連れていって

もらいました。よろしくお願いします。

ありがとうございました。

この３件について、ご質問等があればお願いします。

はい、中山委員。

９３番ですが、登記簿が宅地と山林になっているのですけれ

ど、それでも非農地証明が出るのですか。

農地法は現況主義ですので、現況が非農地取扱いでここへ台

帳には載っているのでしょう。ここの現況の山林というのは、

私たちが手入力で入れています。ここは多分、畑とか田んぼと

かが台帳上この現況のところに農地台帳上載っていると思いま

す。それをわざわざ打ち換えています。うちの台帳にある以上

は審議していただくようにしています。

すいません、所有者の方が何かで使うというので非農地証明

求められたということなのですか。

売買とかもろもろだと思いますけど。本人さんには課税の納

付書が届くので該当が農地になっているというのが分かって申

請されたのではないかなと思います。

すみません、ありがとうございます。

ほかにはございませんか。

ないようですので、お諮りします。

議案第２３号について、証明することに異議はございません

か。
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議長

事務局

議長

議長

事務局

≪委員より異議等なし≫

異議なしと認め、議案第２３号について証明することに決定

をいたします。

続いて、報告事項に入ります。

報告第１号、農地法第４条第１項第７号の規定による届出に

ついて、報告します。

説明お願いします。

報告第１号、農地法第４条第１項第７号の規定による届出に

ついて、報告させていただきます。

議案書は１４ページになります。

今月の報告は、令和６年３月１１日から令和６年４月１０日

までの間に受理した２件です。詳細の説明は、省略させていた

だきます。

いずれも、書類審査後、地元地区担当委員と事務局職員で現

地調査を行い、内容を精査しましたところ、適法であると認め

ましたので、農地法に係る事務処理要領により、事務局長が専

決処理を行い、受理通知書を交付したものです。

以上で報告第１号、農地法第４条第１項第７号の規定による

届出について、報告を終わります。

ありがとうございました。

この件について、質疑等があればお願いいたします。

ございませんか。

≪委員より質疑等なし≫

質疑がないようですので、報告第１号を終わります。

報告第２号、農地法第５条第１項第６号の規定による届出に

ついて、報告します。

説明をお願いします。

報告第２号、農地法第５条第１項第６号の規定による届出に

ついて、報告させていただきます。

議案書は１５ページから１８ページになります。

今月の報告は、令和６年３月１１日から令和６年４月１０日

までの間に受理した１６件です。詳細の説明は、省略させて

いただきます。

番号６４番については、報告第３号、番号９１番の関連案件

です。

番号７９番については、前所有者が農地転用の手続を行わず、

既に宅地として利用していたため、顛末書が提出されています。

番号８０番については、前所有者が農地転用の手続を行わず、

既に宅地として利用していたため、顛末書が提出されています。
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（閉会 午前１１時００分）

議長

議長

事務局

議長

議長

議長

いずれも、書類審査後、地元地区担当委員と事務局職員で現

地調査を行い、内容を精査しましたところ、適法であると認め

ましたので、農地法に係る事務処理要領により、事務局長が専

決処理を行い、受理通知書を交付したものです。

以上で報告第２号、農地法第５条第１項第６号の規定による

届出について、報告を終わります。

ありがとうございました。

この件について、質疑等があればお願いいたします。

ございませんか。

≪委員より質疑等なし≫

質疑がないようですので、報告第２号を終わります。

報告第３号、農地法第５条第１項第６号の規定による届出の

受理処分取消の専決処理について、報告します。

説明お願いします。

報告第３号、農地法第５条第１項第６号の規定による届出の

受理処分取消の専決処理について、報告させていただきます。

議案書は１９ページになります。

番号９１番は、報告第２号 番号６４番の関連案件となりま

す。取消事由については、農地転用届出書の提出が開発行為の

手続と関係することによる取消しです。

以上で報告第３号、農地法第５条第１項第６号の規定による

届出の受理処分取消の専決処理について、報告を終わります。

はい、ありがとうございました。

これについて、質疑等ありませんか。

ございませんか。

≪委員より質疑等なし≫

質疑がないようですので、報告第３号を終わります。

ありがとうございました。

ほかにご質問等ございませんか。

≪委員より質疑等なし≫

特にないようですので、以上で本日の総会を終了いたします。

委員の皆様には慎重に御審議いただき、スムーズに進行がで

きました。誠にありがとうございました。

次回の第６回農業委員会総会は６月７日金曜日、午前９時３

０分から、階会議室で行います。大変ありがとうございました。
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以上のとおり会議の顛末を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名

する。

令和６年６月７日

議事録署名者

廿日市市農業委員会会長（議長)

廿日市市農業委員会委員（ ６ 番委員)

廿日市市農業委員会委員（ ７ 番委員)


